






























































































　　行　事　和泉キャンパス 20th Anniversary ホームカミングデー
　　備　考
　春の地域交流イベントである桃山フェスタの一環として開催された。
大学の交友室所管のイベントであったので、交友室と協力して準備を
行った。展示パネルの一部は、和泉市いずみの国歴史館からお借りした。
［展示資料目録］　　　　　　
・学院のあゆみ
・登美丘学舎（現堺市東区西野）　※２点　航空写真とアンデレ橋
・チャペル竣工　1991年（学校案内ポスター）
・登美丘キャンパス 春の風景　―桜と地獄坂（通称）―
・第32回桃山祭の風景　1992年
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・開発前の中央丘陵　1970年代後半
　　※弥生町上空から現在の和泉中央方面の風景
・和泉中央丘陵新住宅市街地開発事業
　　（トリヴェール和泉）起工式　1986年　※２点あり
・1995年の和泉中央駅周辺
・公園通りから見た教室棟、聖アンデレ館、（建物予想図）
・和泉キャンパス起工式　1993年　※２点
・移転前のキャンパス用地　1993年３月
・工事が始まる　1993年４月
・1993年12月の和泉キャンパス
・建設中の聖アンデレ館
・建設中の聖ペテロ館
・建設中の体育館とカンタベリー館
・建設中の３号館
・111年目の新たな出発　1994年
・谷村新司コンサート　
・移転時の和泉キャンパス 1995年３月
・移転まであと１日　1995年３月31日
・聖マーガレット館
・聖トマス館
・聖ヨハネ館（50周年記念館）
・2009年頃の和泉キャンパス　※航空写真
・1992年頃の登美丘キャンパス
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
４　題　目　第二次世界大戦終結70年・日露戦争終結110年記念企画展
　　　　　　「戦争が残したもの　もたらしたもの」
　①日　程　2015年６月24日～11月17日　
　　場　所　学院史料展示コーナー
　②日　程　2015年７月16日～８月３日
　　場　所　織編館ギャラリー（テクスピア大阪）
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　　行　事　平成27年度泉大津市・桃山学院大学連携事業
　　備　考　
　泉大津市との連携事業による展示である。泉大津市と桃山学院大学の
それぞれでテーマを分けて展示を実施した。大学では日露戦争、泉大津
市では満州事変の勃発から第二次世界大戦の終結及び戦後の状況までを
テーマにした。
　※展示の詳細は村田文幸氏の連携事業報告を参照（167頁～）
５　題　目　「地域と大学を結ぶ～泉大津市と桃山学院大学～」
　　期　間　2015年11月13日（金）～11月15日（日）
　　場　所　桃山学院大学１号館 1-313
　　行　事　第55回桃山祭
　　備　考  
　桃山祭（大学祭）の開催期間に、泉大津市が中心となり、連携事業を
紹介するブースを設置した。和泉市にもご協力いただいた。内容は、パ
ネル展と泉大津市の物品販売。桃山祭のオープニングイベントでは、泉
大津市、和泉市のそれぞれの市のマスコットキャラクターにも登場して
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いただいた。また、ブースの方にも泉大津市のマスコットキャラクター
に登場していただき、来室者の誘致にも一役買っていただいた。来室者
は３日間で約500名弱であった。
６　行　事　2015年度ホームカミングデーウェルカムパーティー
　　期　間　2015年11月15日（日）
　　場　所　桃山学院大学　総合体育館メインアリーナ
　　備　考  
　桃山祭（大学祭）の最終日に開催されたホームカミングデーの会場で、
イーゼルを使った簡単なパネル展を実施した。
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７　題　目　企画展「真田伝説」
　①日　程　2015年12月17日（木）～2016年１月11日（月）
　　場　所　織編館ギャラリー（テクスピア大阪）
　②日　程　2016年１月15日（金）～２月23日（火）
　　　　　　　　　　　　（延長）～３月12日（土）
　　場　所　学院史料展示コーナー
　　行　事　平成27年度泉大津市・桃山学院大学連携事業
　　備　考
　2016年の NHK 大河ドラマの主人公が真田幸村（信繁）であることに
因み、泉大津を代表する綿織物で、幸村が考案したといわれる「真田紐」
と、その製法を泉大津に伝えたといわれる後藤又兵衛を取り上げた。真
田紐産業の泉大津における発展と、真田家にかかわる人々や後藤又兵衛
を描いた「講談本」を紹介。織編館で再現された真田軍旗等も展示され
た。この展示については、泉大津市が全面的に準備を行った。
　※展示の詳細は村田文幸氏の連携事業報告を参照（163頁～）
